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新任役員就任の抱負�	 監事  西尾 昇治　監事  石田 太平　監事  有吉 嘉一郎

多摩支部だより�　支部会・講演会・研修会を開催
研修会��	 第１回産業廃棄物処理実務者研修会（基礎コース）
�	 電子マニフェスト操作体験セミナー

第６回  定時総会を開催
新役員を選任　石井会長再選など
平成２８年度会長表彰　当協会より 3 社 18 名が受賞

全産廃連



～ ゼロエミッションに挑戦する ～

東京ﾄﾞｰﾑｼﾃｨｰ 庭園 歌舞伎座 屋上庭園

特 徴
①比重が50％軽い
②雑草が生え難い
③栄養価が高い
③全て廃棄物より製造

※年間平均 1,350ｋｇ-CO2削減

比留間運送㈱ 資源循環型ﾘｻｲｸﾙ企業

①軽量発泡ｺﾝｸﾘｰﾄ
1cm塊に破砕

②伐採樹木
のﾁｯﾌﾟ化

③動植物性残さ
の発酵処理

ごみやさん ゴ～

URL：http：//www.eco-hiruma.co.jp/

～お問い合わせ先～

★建設廃材（ＡＬＣ）のリサイクルと活用方法★

製品 人工軽量土壌

ＡＬＣ廃材・解体材

360.0ｔ/日
17.5t/日
5.8ｔ/日

ｶﾞﾗ陶破砕
動残発酵
動残混練発酵

★ 埼玉県 入間工場
【産廃・一廃（現在申請中）処分業】
【埼玉県入間市中神764-16】

JR東京駅 八重洲口

全国産業廃棄物連合会青年部主催
CO2ﾏｲﾅｽﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ全国大会

優良取組部門 特別賞受賞

廃ﾌﾟﾗ破砕
廃ﾌﾟﾗ溶融
廃ﾌﾟﾗ圧縮梱包
紙くず破砕
紙くず圧縮梱包
紙くず焼却

繊維くず破砕
繊維くず圧縮・梱包

金属くず破砕
金属くず圧縮
ｶﾞﾗ陶破砕
がれき類破砕

130.3t/日
2.4t/日

204.3t/日
52.8t/日

166.58t/日
4.8t/日

41.8t/日
17.8t/日

81.6t/日
4.3t/日

482.8t/日
480.0t/日

木くず破砕
木くず焼却

328.9t/日
4.8t/日

動残発酵
動残焼却

3.5t/日
4.8t/日

高精度選別機 計3基
～許可品目と処理能力～

★ 東京都 伊奈平工場
【一廃・産廃処分業】
【東京都武蔵村山市伊奈平3-25-5】

認証・登録番号

リサイクル＆クリーン事業の 安心・安全・快適 をサポート

トータルリサイクル施設 三凌愛川リサイクルセンター

汚泥処理プラント 剪定枝処理プラント

堆肥化処理プラント 選別処理プラント

三凌愛川リサイクルセンターは、廃棄物に応じて4つのプラントで
リサイクルをおこなう処理施設です。

JQA-EM0918

かながわリサイクル認定製品「サンリョウ有機」

食品残さと剪定枝のオガ屑由来の堆肥を販売して以来15年以
上、生産農家の皆様より安心安全の信頼を築いて参りました。

三 凌 商 事
〒194-0036 東京都町田市木曽東1-34-6 ＴＥＬ ０４２－７２６－２６４７

ＦＡＸ ０４２－７２７－６７４３支社 横浜 川崎 相模原 厚木 愛川

株 式 会 社

優良産廃処理業者 認定取得
全工場 ＩＳＯ１４００１ 認証取得

堆肥化処理プラント ・・・ 動植物性残さ、木くずを堆肥化

選 別 処 理プラント ・・・ 廃棄物7品目の機械選別をおこない再資源化

汚 泥 処 理プラント ・・・ 汚泥の減容化と路盤材の原料化

剪定枝処理プラント ・・・ 剪定枝のチップ化をおこない再資源化

認証・登録番号 0003648 ホームページアドレス http://www.tyo-sanryo.co.jp
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全国産業廃棄物連合会　第６回  定時総会
28年度表彰では当協会から 3社 18 名が受賞

公益社団法人全国産業廃棄物連合会は、平成 28 年 6月 17 日㈮ 13 時 30 分より、
明治記念館（港区元赤坂）「蓬莱の間」に於いて、第 6回定時総会を開いた。平成 27
年度事業報告および決算について決議され、次いで、任期満了に伴う役員改選により、
新理事・監事が選任された。また、総会終了後に開催された理事会において、石井邦
夫氏が会長に再任された。会長表彰では功労者・地方功労者・地方優良事業所・優良
従事者の各賞に当協会から 3社と 18 名が受賞した。表彰式終了後、『真田幸村の虚
像と実像』をテーマに、仙台真田家第 13代当主の真田徹氏による講演会が行われた。
	 （取材　塩沢美樹）

会 長 挨 拶

本日は多忙にもかかわらず、ご来賓と
して環境省・室石大臣官房審議官、そし
て産業資源循環議員連盟会長で衆議院議
員の丹羽先生のご臨席をあおぎ、正会員
協会および賛助会員の皆さまのご出席を
賜り厚く御礼申し上げます。本日このよう
に総会を開催できましたことは、ひとえに
皆さま方のひとかたならぬご支援の賜物
と心より感謝を申し上げます。

まず、4月14日の熊本地震により被災
されました多くの方々に対し、心よりお見
舞いを申し上げるとともに、被災者の方々
が一刻も早く通常の生活に戻ることがで

きますようお祈り申し上げます。被災地に
おかれましては、復興への歩みを進めら
れているとうかがっておりますが、今後は
特に解体廃棄物等の円滑・迅速な処理を
進めていくことが肝要であると思います。
当連合会といたしましても、被災地の県
協会と緊密に連絡・提携しまして、必要
な取組みを行ってまいりたいと考えてお
ります。

さて、本日の総会は平成27年度にお
ける当連合会の事業活動の結果を報告す
るとともに、理事および監事の任期満了
に伴う役員選任を議案とする総会です。

平成27年度における当連合会の事業
は、公益法人改革にかかわる法律制度を
遵守する組織運営を行いつつ、当連合会
が組織の目的として掲げております公益
事業、すなわち適正処理の推進・地球温
暖化対策・人材および優良事業者の育成、
この3本柱の事業を展開してまいりました。

具体的な事業をいくつかご紹介します
と、まず一つめの柱であります適正処理
の推進では、マニフェストシステムの普
及啓発や廃棄物処理法の次期見直しにか

かわる業界要望のとりまとめ、災害廃棄
物対策として施行されております廃掃法
の改正に対応してまいりました。このうち、
廃掃法の見直しにかかわる業界要望につ
いては、正会員の皆さまのご協力をたま
わり、約1年間にわたる検討の結果、連
合会の意見書をとりまとめ、3月31日に
環境省へ提出しました。当法の見直しを
議論するために中央環境審議会に設置さ
れた廃棄物処理制度専門委員会には、当
連合会からも委員を派遣しており、業界
の要望実現に向けて全力で取り組んでい
るところです。

次に二つ目の柱であります地球温暖化
対策では、同対策を当業界における重要
課題のひとつとして位置付け、実態調査
や正会員協会ならびに会員業者への情報
提供等を行いました。また、先行する環
境自主行動計画の終了に伴い、次期計画
であります低炭素社会実行計画を策定い
たしました。今年度は同計画に基づき、
2030年度における削減目標を検討するな
ど、業界の低炭素化社会対策を一層進め
てまいりたいと思います。

最後の三つ目の柱であります人材およ
び優良事業者の育成については、産業廃
棄物処理業実務者研修等、人材育成のた
めの各種研修事業を着実に実施したこと
に加え、新たに人材育成方策の検討に取
り組みました。具体的には環境省から平

成27年度産業廃棄物処理業における人
材育成方策調査検討業務を受託し、連合
会に検討委員会を設置し、産業廃棄物処
理業界における人材育成の現状把握、求
められる能力・知識の特定、ならびに研
修内容の検討等を行ってまいりました。
この結果をふまえ、モデル研修および報
告会を開催し、報告書を作成しました。
この事業につきましては、引き続き当連
合会の重点事業のひとつとして実施して
まいりたいと思っております。

この他、業法を含めた振興策の検討に
関するタスクフォースは昨年9月に報告
書を取りまとめ、6項目にわたる提言を行
いました。タスクフォースは今年度も継
続し、提言の具体化に向けた第2段階の
議論を進めてまいります。

正会員の皆さまには、これから平成27
年度の事業報告ならびに決算案、役員改
選に係る議案の審議をお願いすることと
しております。議案の終了後には、平成
28年度の事業計画及び予算についてもご
報告させていただき、その後、第二部と
して表彰式を行う予定です。これから長
時間の総会になると存じますが、何とぞ
慎重審議をお願い申し上げますとともに、
皆さまのご協力を賜り、総会が無事終了
しますことをお願い申し上げ、簡単では
ございますが、開会の挨拶とさせていた
だきます。

全産廃連・第 6回定時総会

総会会場

石井会長
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全産廃連・第 6回定時総会全産廃連・第 6回定時総会

来 賓 祝 辞

衆議院議員・産業資源循環議員連盟会長
丹羽  雄哉  氏

ただいまご紹介を賜りました自民党
のリサイクル議連の会長を務めており
ます丹羽雄哉でございます。本日は全
国産業廃棄物連合会の定時総会にお招
きいただき、石井会長をはじめ、皆さ
ま方と親しくお目にかかる機会を得ま
して、大変光栄に存じます。

申し上げるまでもありませんが、皆
さま方には、産業廃棄物処理業を通じ
て、我が国の環境保全のために、日頃、
大変ご尽力を賜っております。心から
感謝申し上げる次第です。

さて、当面の大きな問題は、廃棄物
処理法の改正がいよいよ始まるという
ことでございます。これは、専門委員
会がすでに先月スタートしております。
そしてこれから１年かけて、来年の通
常国会に間に合わせるように、いろい
ろと議論を進めていくことになってお
ります。できるだけ業界の皆さま方の
ご要望を取り入れたいと思っておりま
す。

私ども自民党議連は、業界の皆さま
方の要望書から、大きく分けて８つの
要望をお聞きしました。その中で、と

りわけ私が申し上げたいのは、この席
でも申し上げたことがありますが、い
ま１万 5,000 の産廃業者がいらっしゃ
る中で、優良事業者として認定されて
いるのはわずか 1,000 社であるわけで
す。やはりもっと優良事業者を増やし
てほしいと、お願い申し上げてまいり
ました。これまで、国の事業について
は優良事業者が優先的に取扱われると
いうことになっておりましたが、地方
公共団体においては、そのような措置
が欠落しておりました。この点につい
て、新たに法案に取り込み、国も地方
も優良事業者を優先的に取扱いができ
るということになれば、私は、優良事
業者の会員の皆さまがもっと増えてく
るのではないかと期待しております。

さて、最近では、廃棄食品の不正転
売の問題が紙面を賑わしておりました。
廃棄物業界に対する厳しい目が注がれ
ているわけでございます。どうか皆さ
ま方、国民の皆さま方の信頼を回復す
るために、一層のご努力をお願い申し
上げます。

いずれにしましても、環境負荷の軽
減が、これからの高齢化社会において
一番大きな問題となるわけです。そう
いう中で、皆さま方のお仕事がさらに
隆盛するということは、我が国経済も
成長していくと、こういうことにつな
がっていくわけでございます。

最後になりますが、皆さま方は、国
民から熱い視線を注がれているわけで
ございます。自信と誇りをもってご活
躍いただきますことを、心からご祈念
申し上げまして、ご挨拶にかえさせて
いただきます。

環境省　大臣官房審議官
　室石  泰弘  氏

本日、中井新部長が来る予定でしたが
どうしても外せない予定がありまして、大
変失礼しております。公益社団法人全国
産業廃棄物連合会第6回定時総会の開催
にあたりまして一言ご挨拶申し上げます。

本日ご参集の全国産業廃棄物連合会の
皆さまにおかれましては、平素より循環型
社会の構築に向けて、ご尽力ご貢献いた
だいておりますことを、この場をお借りい
たしまして厚く御礼申し上げます。

本年 4月に発生いたしました平成28
年熊本地震におきまして、熊本県発表で
は、約10万棟を超える家屋被害が発生し
ているということです。また、災害廃棄物
の発生総量が100万トンを超えると推計
されております。現在、環境省では職員
を現地に派遣し、今後本格化する災害廃
棄物の処理に向けて、処理実行計画の策
定や実施に係る技術的な支援を行うとと
もに、災害廃棄物の迅速かつ適正な処理
を進めるための財政的支援を行っており
ます。災害廃棄物を一刻も早く処理する
ということは、災害からの早期復旧・復興
の大前提でございます。全国的な組織で
あります連合会、および各都道府県の協
会が、組織の強みである横のネットワーク
を活かし、地方自治体等の関係者としっ
かり連携して、災害廃棄物処理の加速化

に寄与されていることを期待するとともに
御礼申し上げたいと思います。

また、未曾有の東日本大震災から5年
が経過しました。除染や中間貯蔵施設の
整備、指定廃棄物の処理はまさに重大な
局面を迎えております。被災地の復興の
ため、いまだ多くの方が避難生活をされ
ているという事実を重く受け止めながら、
帰還の妨げとなる廃棄物の早期撤去を最
優先の目標とし、環境省の総力をあげて
誠心誠意取り組んでいるところです。

廃棄物処理法につきましては、平成22
年改正の施行後5年が経過したことをう
け、中央環境審議会に廃棄物処理制度専
門委員会を設置し、見直しの議論を進め
ているところです。全国産業廃棄物連合
会からは、本年3月31日付で意見書を提
出いただき、また、6月15日に開催され
た専門委員会において、直接ご意見をお
うかがいしております。ご要望のひとつひ
とつについて、環境省として真摯に受け止
め、どういう対応ができるかをしっかりと
検討しております。今後、連合会を含む
関係団体からのヒヤリングなどをふまえ、
論点・課題の整理を行った上で、必要な
対策の検討を進め、年内を目途に専門委
員会報告のとりまとめを目指し、審議して
いく予定となっております。

PCB廃棄物につきましては、計画的な
処理完了期限内に、確実に処理を完了す
るため、高濃度PCB廃棄物の処分の義務
付け等を盛り込んだPCB特措法の一部を
改正する法律が成立し、平成28年 5月
に公布しております。今般の改正法に基
づき、都道府県、関係団体とも連携して
PCB廃棄物の一日も早い処理に全力を尽
くしたいと考えております。

また、温暖化対策ですが、今年度中に
全国産業廃棄物連合会としての2030年
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目標が策定される予定であるとうかがって
おります。2030年目標の達成に向けた、
更なる取組みを期待しております。

産業廃棄物処理というのは、経済の静
脈を担う重要な産業でございます。新た
な循環ビジネスを生み出していく、最も有
望な産業であると思っております。環境省
としても、産業廃棄物処理業のさらなる
振興・進展・高度化を支援するため、今
年度も昨年度同様の予算を確保しており
ます。特に、環境産業としてより発展・成
長していくために、よりよい人材の育成・
確保が不可欠でございます。昨年度は連
合会とともに、産業廃棄物処理業におけ
る人材育成方策の検討を行いました。今
年度は昨年度の検討をベースに、産業廃
棄物処理業に求められる能力・知識等に
ついて具体的な検討を進めていきたいと
思っております。こういった検討を踏まえ
ながら、また、皆さまのご意見もおうかが
いし、産業廃棄物処理業が環境産業とし
てさらに発展し、社会から一層信頼される
業界になりますように、ビジョンを策定す
るなど、環境省としてもしっかりと取組ん
でまいりたいと思っております。

最後になりましたが、連合会および各
都道府県協会のますますの発展と、産業
廃棄物処理に取組んでおられる事業者の
皆さま、そのご家族の方々のご健康とご多
幸を祈念いたしまして、私の挨拶とさせて
いただきます。

✿　　✿　　✿
総会の議案審議では、第１号議案の平

成27年度事業報告並びに決算案につい
て可決された。第2号議案の任期満了に
伴う役員改選の件では、役員候補者が議
場に諮られ、満場異議なく原案通り承認
可決された。

続いて、平成28年度事業計画ならび

に収支予算に関する件について、資料に
基づき説明が行なわれ、総会議事を終了
した。なお、会長には石井邦夫氏が再任
された。

✿　　✿　　✿
総会終了後、自由

民主党・片山さつき
参議院議員が到着
し、「先月から、全産
廃連の皆さま、環境
省、そして我々議員
連盟とで、廃掃法の
見直しを見据えた、

専門的で具体的な意見交換が、熱心に行
われています。いま日本では７割がサービ
ス業に従事されていますが、この方達の
お給料がなかなか上がらないという問題
を、産業廃棄物業界をひとつの突破口と
して、私は変えていきたいと思っていま
す。」などと挨拶した。

✿　　✿　　✿
引き続き行われた表彰式では、当協会

から功労者1名、地方功労者2名、優良
事業所1社、地方優良事業所2社、優良
従事者15名が受賞した。受賞者の方々は
7頁のとおり。

✿　　✿　　✿
表彰式終了後、

16 時 50 分 から、
『真田幸村　虚像と
実像』のテーマで講
演会が行われた。

大坂の陣で徳川
家康を追い詰め、
ヒーローとして語ら

れる真田幸村だが、実像はかなりかけ離
れた人物であったと、幸村の末裔である
仙台真田家 13 代・真田徹氏が秘話を披
露した。

片山議員

真田氏

高橋会長（前列右端）を囲んで受賞者の皆さま

❀ 功労者表彰（1名）

鈴木宏和	 東京都産業廃棄物協会  副会長／㈱ 京葉興業  代表取締役

❀ 地方功労者表彰（2名）

相田英則	 相田化学工業㈱  代表取締役社長 井上弘之	 東京ボード工業㈱  代表取締役社長

❀ 優良事業所表彰（1社）

東京ボード工業㈱

❀ 地方優良事業所表彰（2社）

高嶺清掃㈱ 東京レンダリング協同組合

❀ 優良従事者表彰（15 名）

篁 実	 日興サービス㈱
白浜勝美	 増尾リサイクル㈱
宮垣　茂	 オーエム通商㈱
﨑山千尋	 日栄産業㈱
斉藤　誠	 ㈱東京クリアセンター
佐藤雄二	 ㈱吉田商会
大槻由克	 ㈱東亜オイル興業所
今泉　勝	 ㈱三凌商事

藤井良仁	 ㈱ハチオウ
松本栄二	 比留間運送㈱
米沢孝司	 エコシステムジャパン㈱
大里正一	 小林運輸㈱
岡留雅一	 ㈱京葉興業
相馬秀光	 日盛運輸㈱
久米直志	 ㈱共同土木

受賞された方々（順不同、敬称略）

全産廃連・第 6回定時総会全産廃連・第 6回定時総会
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新任役員就任の抱負

この度、監事に就任いたしました有吉
嘉一郎でございます。

世界的な環境・資源問題への関心の高
まりに伴い、当業界も「廃棄物処理業」
から、いわば「資源エネルギー製造業」
への大きな転換点を迎えています。また、
間近に迫る東京オリンピック・パラリンピッ
ク大会に向けた都市インフラの更新、近
年頻発する自然災害など、産業廃棄物を
取り巻く情勢は変化しつづけており、当協

会に求められる役割は、今後さらに重要
になってくるものと思います。このようなと
きに監事に選任いただいたことは、まこと
に光栄であり、またその責任の重大さを
改めて痛感している次第です。

微力でございますが、先輩各位ならび
に協会会員の皆様のご助言、ご協力をあ
おぎ、当協会の発展のために努力してま
いる決意でございます。どうぞよろしくお
願い申し上げます。

新任役員就任の抱負

監事	 有 吉  嘉 一 郎

株式会社  東京スタンドサービス　代表取締役

この度、監事に就任いたしました東京
商工会議所の西尾と申します。

首都・東京は、2020 年の「東京オリ
ンピック・パラリンピック大会」に向けた
競技施設や選手村等の建設、1970 年代
に建てられた建築物・都市インフラの建
て替え・更新に伴う産業廃棄物の増加へ
の対応、さらにはリユース・リサイクルの
更なる推進など、循環型社会づくりに向
けた諸課題解決のため、積極的な取り組

みを行う必要に迫られています。
こうした状況の中、廃棄物の適正処理

やリサイクル推進のための調査研究、次
世代向け環境学習等を展開されている当
協会の果たすべき役割・使命は今後ます
ます重要性を増すと考えます。

微力ではありますが、業界ならびに当
協会の発展のために努力してまいりますの
で、会員の皆様にはご指導ご支援のほど、
心からお願い申し上げます。

監事	 西 尾 昇 治

東京商工会議所　常務理事

この度、監事に就任いたしました石田
太平でございます。

当業界を取り巻く環境を俯瞰いたします
と、世界的には、経済成長と人口増加に伴
い廃棄物の発生量が増大する中、「資源効
率性」の向上を軸とした、より環境負荷の
少ない循環型社会の形成が喫緊の課題と
なっております。一方、国内においては、「循
環の質」に着目した２R への変革が進めら
れ、また、甚大な自然災害の発生を機に、

廃棄物処理のあり方や取組み方も変化して
まいりました。環境省が産業廃棄物処理業
の海外展開を推進するなど、当業界は新た
なステージへのターニングポイントを迎え、
当協会が果たすべき役割はさらに拡大して
いくものと考えられます。

当協会、そして会員の皆様の発展に寄
与できるよう、微力ながら力を尽くして参り
たいと思っておりますので、ご指導、ご鞭撻
を賜りますよう、よろしくお願い申し上げます。

監事	 石 田  太 平

株式会社  太陽油化　代表取締役

第４回定時総会・懇親会（平成 28年 5月 26 日開催）にて、新役員一同
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東京都産業廃棄物協会多摩支部は、平成 28 年 6月 24 日㈮ 14 時 30 分から、たま
しん RISURU ホール（立川市錦町）において、多摩支部会・講演会・研修会を開催した。
研修会終了後は、「無門庵」（立川市錦町）で懇親会を開き、支部員相互の親睦を深めた。
支部会に引続き開催された講演会では、一般社団法人日本事故防止推進機構の伊

藤健吾氏を迎え、「ドライブレコーダーの映像で見る事故の傾向と対策」について貴
重な話を聞いた。
研修会では、東京都多摩環境事務所廃棄物対策課から吉田茂幸課長、規制指導担

当の末藤祐二課長代理、規制担当の清水浩課長代理、審査担当の菊地厚課長代理の 4
氏、また、八王子市資源循環部廃棄物対策課からは河内剛主査、岩本泰主査の 2氏
を招き、多摩環境事務所からは、「多摩地区における最近の指導状況について」をテー
マに講演をいただいた。また、八王子市からは、平成 28 年度八王子市廃棄物処理計
画等について講演をいただいた。50名近くの参加者があり、大盛況のうちに終了した。

支 部 会

講演会に先立ち、支部会が開催され、
赤石支部長の挨拶の後、各委員会委員長
から、平成27年度活動報告及び平成28
年度事業計画について説明があった。事
務局からは、先に各都道府県協会が提出
した廃棄物処理法の見直しに関する意見
等をもとに、全国産業廃棄物連合会が最
終的にまとめた国への要望等について説
明があった。

講 演 会
「ドライブレコーダーの映像で見る事

故の傾向と対策」について、一般社団法
人日本事故防止推進機構の伊藤健吾氏か
ら交通事故映像を見ながら、大変興味深
い講演をいただいた。以下、正確に理解
しきっていないことを前提に、筆者の印
象に残ったものを少し紹介する。

まず、交通事故に至る映像を見せるこ
とからスタートした。その後、講師の先
生から、今の映像の事故は何故起こった
のか、の問いかけと事故原因の解説とい
う形で進められた。一般的に事故原因と
しては、「わき見」や「注意散漫」等が

あるが、突き詰めると、そのほとんどが
『見落とし（判断ミス）』だそうだ。原因
としては、「あせり」や、まさか急に人
が飛び出して来るようなことはないだろ
うという「思い込み」、つまり「自分勝
手な思い込み」があるそうだ。「人が飛
び出して来るかもしれない」と思えば、
スピードを落とすはずだが、「人が飛び
出して来ることはない」と思っているか
らスピードを落とす行為に至らないとし
ている。

また、事故は「一旦停止から左折時」
が多いそうだ。本当に「一旦停止」すれ
ば、事故は回避できるはずなのに、実態
は、「〜ながら運転」となっているとの
ことだ。即ち、自分が「動きながらの運
転」になっているとのことだ。詳述する
と、「認知−判断−動作」を一緒にやっ
ているということである。

他の事故原因としては、例えば「メー
ルを見ながらの運転」がある。これは絶
対してはいけないことで、「他に意識が
いっている」状況では、「認知−判断−
動作」どころではない。もう一つ挙げる
と、信号の「黄色」は止まらなければな
らないが、止まらないのは「信号無視」
ということになるらしい。

支部会・講演会・研修会を開催
講演会	 ドライブレコーダーの映像で見る 事故の傾向と対策

研修会	 多摩地区における最近の指導状況について

	 平成 28 年度八王子市廃棄物処理計画等について

赤石支部長

左から講師の伊藤氏、機構理事長の林氏

講演会会場　映像を見ながら熱心に受講
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最後に、こうした研修は、受けたとき
には暫くの間効果があるが、一週間もす
れば、忘れてしまうことになる。定期的
な自覚喚起が必要だそうだ。某企業では、
研修会を開くことが難しい場合もあるこ
とから、従業員誰もが知覚できるところ
に、本日研修のドライブレコーダー映像
を常時流しているとのことだった。

本講演会終了後、当協会会員企業の
全ドライバーを土曜日とか日曜日に全員
集め、今回のようなドライブレコーダー
を活用した研修会を実施すると、交通事
故も相当減るのではなのかと思いを馳せ
た。

研 修 会
研修会は、当協会高橋会長の挨拶で始

まった。会長からは、去る5 月 26日開
催の総会で、向こう2年間の執行体制が
決まり、これまでと同様、協会の円滑な
運営に協力いただきたい旨の発言があっ
た。また、昨今、各県協会の名称変更の
動きがみられることが紹介され、当協会
の名称のあり方についても一定の考え方
が示された。その後、多摩環境事務所  
吉田廃棄物対策課長、八王子市資源循
環部廃棄物対策課 河内主査から挨拶が
あった。

まず、多摩環境事務所からは、「多摩
地区における最近の指導状況について」
講演がなされた。本報告では、昨年度の
管轄区域での指導件数等について紹介す
る。立入件数は全体で1,094 件あり、詳
細は、施設 148 件、野積み等懸案事項
367件、焼却 212件、排出事業者49件、
解体工事現場318件となっている。

また、文書指導については、「指示書」
63件、「警告書」1件となっている。

苦情については、36 件あり、野焼き
4件、保管基準違反3件、不法投棄7件、
無許可営業 3 件、騒音・振動・悪臭 19
件となっている。騒音・振動・悪臭につ
いては、権限を有する地元市町村とも連
携して対応しているとのことだった。

八王子市からは、河内主査、岩本主査
より、平成 28 年度八王子市廃棄物処理
計画について説明があった。以下、主な
ものを紹介する。
①	 不用品回収業者への対応

過去に、運搬費と称して80万円も
請求された事例もあり、今後は、市
としても利用しないよう呼びかけてい
く。廃家電業者への対応も新規事業
として進めていく。現場指導等は東京

都と合同での実施を考えている。
②	「臨時ごみ」回収の開始

この6 月から、緊急に対応すべき
案件については、「臨時ごみ」として
回収する。

③	 PCB 対応
期限内処理の実現を目指していく。

④	 不適正処理の指導
今年度は、1名増の 7 名体制でパ

トロールを実施していく。特に、解体
現場をターゲットに実施する。

最後に、審査担当から、今年度の実績
報告書については、該当企業は、6 月末
日までに、報告書を市へ提出するよう協
力依頼があった。

懇 親 会
13時 30 分開始の幹事会も入れると、

研修会終了の16 時 45 分までの 3 時間
を超える会議・研修等で心地よい疲労感

の下、17時過ぎから、懇親会開催恒例の
場となった「無門庵」にて40 名近くの
参加を得て、懇親会が盛大に開催された。

冒頭、赤石支部長から、この9月2日
〜 3日に、福島県にある最終処分場の施
設見学を予定している旨、案内があり、
多くの方に参加いただきたい旨、要請が
あった。

時間がなごやかにに流れ、あっという
間にお開きの19時 30分になった。

筆者の印象だが、多摩支部の会員企業
の皆様は、男子も女史も元気の塊の方が
多い気がする。なかには、強面の方もお
られるが、もう慣れた。

多摩支部の活動は、研修委員会、コミュ
ニケーション委員会、今年度から本格活
動する法制度検討委員会の3委員会が事
実上の活動を担っていくことになる。

事務局も連携しながらよりよい活動を
目指していきたい。

	 （事務局長　横手  浩次）

東京都多磨環境事務所・八王子市による研修会

左から末藤氏、菊地氏、吉田氏

左から清水氏、岩本氏、河内氏
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第 1回　産業廃棄物処理実務者研修会　基礎コース
～入社 1年目、廃掃法の基本を覚えよう！～

東京都産業廃棄物協会は、平成 28 年
6月24日㈮ 13 時 30 分より、フォーラム
ミカサエコ7 Ｆホール（千代田区内神田）
に於いて『第 1回　産業廃棄物処理実務
者研修会　基礎コース』を実施した。講
師は、当協会相談員の阿部秀行氏が担当
した。

受講対象者は、収集運搬業者の新入
社員とした。参加者 70 名の年齢別内訳
は、20 歳代 43%、 30 歳代 25%、 40 歳
代 21%であった。

内容は、阿部氏が相談業務で取り扱っ
た具体的な事例を用いて説明が行われ、
特に産業廃棄物の種類については時間を
かけて丁寧に解説されていた。また、実
際の違反行為や、関連する最新のトピッ

クなども盛り込まれ
ていた。マニフェス
ト・契約書の説明で
は、記入実習形式に
より、法律の文言よ
りも実務に即した説
明となっていた。

講義後のアンケー
トでは６割の方が
「わかりやすかった」と回答し、「実務に
役立つ内容だった」「新人研修によい」な
どの声が寄せられた一方、「時間に対して
範囲が広すぎる」「廃棄物の種類が多く、
分け方が難しい」など、産業廃棄物処理
研修に特有の難しさも課題として残った。

	 （取材　塩沢 美樹）

阿部講師

研修会 会場

東京都産業廃棄物協会は、平成28年
6月29日㈬14時より、Winスクール新
宿本校大教室（新宿区西新宿）において、

『電子マニフェスト操作体験セミナー』を
実施した。電子マニフェストの導入を検
討している方、または既に導入している
企業の実務担当者を対象に、昨年度に引
き続き、（公社）日本産業廃棄物処理振
興センターの協力を得て開催された。

電子マニフェストシステム（JWNET）
のデモシステムを利用し、講師の佐々木
基
も と き

了氏（情報処理センター業務推進部主
任）が、実際にパソコンを操作しながら、
電子マニフェストの登録から処分完了報
告まで、一連の操作方法を説明した。

参加者は、セミナー用に用意された ID
とパスワードを使用し、排出事業者・収
集運搬業者・中間処理業者のすべての立
場となって、それぞれの入力方法を体験
した。参加人数は19名であった。

当協会では、操作体験セミナーを9月
15日㈭、10月27日㈭にも同じ内容で開
催するほか、電子マニフェストの仕組み・
導入方法等について説明する『電子マニ
フェスト導入実務研修会』、電子マニフェ
ストの円滑な導入手順、導入後の運用や
操作方法等について面談形式で相談員が
答える『電子マニフェスト個別導入相談
会』も実施する。詳細については日本産
業廃棄物処理振興センターHPをご確認
ください。☞http://www.jwnet.or.jp

	 （取材　塩沢 美樹）

講師の佐々木氏

パソコンを操作しながら受講 質問には個別に対応

電子マニフェスト操作体験セミナー
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第 1回　安全衛生研修会

廃棄物処理の現場から学ぶヒヤリハット

安全衛生推進委員
会（伊藤委員長）は、
平成 28 年 6 月22日
㈬ 14 時 30 分 から、
エッサム神田ホール
2 号館（千代田区神
田鍛冶町）に於いて、
平成 28 年度第 1 回

の安全衛生研修会を開催した。講師は同
委員会副委員長の阿部秀行氏。協会会員
から寄せられたヒヤリハット事例をまと
め分析した結果をもとに、事故予防対策
等について講義が行われた。

平成 22 年〜 26 年に協会に報告され
たヒヤリハット事例の総数は 500 件以
上にのぼる。ヒヤリハットの分析は、一
般的には労働災害に対して行われるが、
同委員会が独自に行った業務別分析の結
果、収集運搬時が 56%、収集運搬作業
中が 20% と、8 割近くが収集運搬に携
わるドライバーからのヒヤリハットで
あった。

収集運搬業務でのヒヤリハッ
トは、主に運搬時に発生してお
り、場所別に分類すると一般道路
が 77% であった。特に狭い道路
や通行量の多い場所で、自転車
や歩行者との接触によるヒヤリ
ハットが多く、その主な原因は、
安全運転義務違反（安全不確認、
動静不注視）となっている。

実際の事例では「狭い路地から車両
が飛び出してきて接触しそうになった」、

「T 字路で右側から来た自転車に気づか
ず急ブレーキを踏んだ」、「対向車が車線
をオーバーしてきてヒヤリとした」など
で、いずれも車間距離の確保や適度な速
度を守るなどの、ゆとりを持った運転が
いかに重要であるかがわかる。これらの
交通ヒヤリハット対策として、「走行中
の指差呼称（声を出す）」、「交差点では
一旦停止し徐行運転」など、同委員会に
よる具体的な事故防止対策が紹介されて
いた。また、受講者が自社での教育等に
活用できるよう、講義資料を動画にした
CD − R も配布された。

同委員会では、こうした独自の分析
と対策を盛り込んだ『ヒヤリハット　ハ
ンドブック』を作成し、会員へ配布する
予定とのことだ。

	 （取材　塩沢 美樹）

研修会 会場

講師の阿部氏

「ヒヤリ・ハット」事例をお寄せください
当協会では安全衛生活動への取組みのための基盤を整備し、産業廃棄物処理を

行う事業場の自主的な安全衛生活動の促進を図るため、安全衛生推進委員会を設
け、会員の皆さま方に「ヒヤリ・ハット」事例の収集にご協力いただいております。

ご提出いただいた事例は、毎月発行している機関誌『とうきょうさんぱい』や
ホームページで公開しており、重大な事故や取り返しのつかない事態を未然に防
ぐため、幅広く活用していただきたいと思っております。

このたび、皆さまから寄せられた事例をまとめ、『ヒヤリハット　ハンドブック』
を作成することとなりましたので、事例収集にご協力くださいますようお願い申
し上げます。

■	提 出 内 容 	「ヒヤリ・ハット」事例について、「いつ・何処で・何をしている時・
何がどうした・改善すべき事項」についてご記入ください。

	 	 記入用紙は当協会ウェブページよりダウンロードできます。
	 	 ☞ http://tosankyo.or.jp/hiyari/

■	提 出 方 法 	会社名、会社住所、電話番号、所属部署名、担当者氏名を明記
の上、電子メール又はファクスにてお送りください。

■	提  出  先 	一般社団法人  東京都産業廃棄物協会  事務局
	 	 　電子メール：　info@tosankyo.or.jp
	 	 　FAX：　０３−５２８３−５５９２

「ヒヤリ・ハット」とは・・・

作業中・運転中に事故が起きそうな状況に出会い、ヒヤリとしたりハット
したことを記録し、その原因を全員で究明し再び事故の要因とならないよう
にする安全衛生活動です。

アメリカの安全技師ハインリッヒが発表した『1：29：300』という法則があります。
「1の重大災害の下には、29の軽症事故があり、その下には300の無傷事故があ

る」という意味で、労働災害の事例の統計を分析した結果、導き出されたものです。
これをもとに『1件の重大災害（死亡・重傷）が発生する背景に、29件の軽傷事故
と300件のヒヤリ・ハットがある』という警告として、安全活動の中で多く採り上げ
られる言葉です。いつもやっていることだから、今までも平気だったので……、とい
う不安全行為が、いつヒヤリ・ハットを飛び越え一気に重大災害になるかも知れませ
ん。いつやって来るか分からない災害を未然に防ぐには、不安全な状態や行為を認識
し、ヒヤリ・ハットの段階で対策を考えることをよい習慣として、地道に実行すること
が重要です。
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第４回定時総会

総会は矢部副部長の司会により開始
された。比留間幹事の開会宣言に続き、
相川部長が「青年部長の大役を受けて２
年が経ちました。最初は不安でいっぱい
でしたが、部員の皆さまに手伝っていた
だき、よい活動ができたと思います。特
に、研修委員会は森委員長を中心に様々

な企画を提案し、実行してくれたことが、
私の２年間を支えてくれました。青年部
の活動をきっかけに、皆さまの仕事に活
かせるよう、今後も青年部へのご協力を
お願いします。」と挨拶した。続いて、
指名により相川部長が議長に就いた。

まず、岩瀬幹事より、6 月 3 日現在、

第４回定時総会　新部長に石田  太平  氏

加藤 宣行 氏 講演「魅力あるリーダーとは」

説明者の助川幹事（左）と議長の相川青年部長

青年部（相川部長）は、平成 28年 6月 3日㈮ 15時から、協会会議室において第 4
回定時総会・講演会を開催した。総会では、平成 27年度事業報告および決算、平成
28年度事業計画および収支予算案について審議され、原案どおり承認された。また、
任期満了に伴う役員改選の結果、石田太平氏（㈱太陽油化　代表取締役）が部長に選
任されたほか、新役員が決定した。講演会は、加藤宣行氏（加藤商事㈱　代表取締役）
を講師に「魅力あるリーダーとは」をテーマに行われた。講演会終了後は、場所を移し
てNEWS３を開催し、岩瀬博樹氏（野村興産㈱）による「法改正に係る水銀の取扱い
について」、部員企業紹介として山本隆之氏（㈱浜田）・石原勝次氏（大興運輸倉庫㈱）が、
それぞれ自社の紹介を行った。	 （取材　塩沢 美樹）

説明者の渡辺幹事（左）

講　　演　　会

魅力あるリーダーとは

加 藤  宣 行    氏
　加藤商事㈱　代表取締役

総会終了後、15 時 50 分から講演会
が開催された。講師の加藤氏は、2007
年から 2009 年まで当青年部部長を務
め、その後、全国産業廃棄物連合会青年
部協議会・会長、同連合会・理事等を経
て、現在、当協会・副会長。

この講演では、加藤氏が自身の経験
などから導きだした、魅力あるリーダー
となるための考え方から実践の方法ま
で、事例も交えてわかりやすく解説され
ていた。

内容の一部をご紹介すると、会社の

経営にとって「人材」は最も重要なファ
クターのひとつであり、中小企業が倒産
する最大の原因ともいわれている。例え
ば、会社を水槽に例え、水質を「経営の
仕組み」、魚を「社員」とすると、病気
の魚（モチベーションの下がった社員）
を治療して元の水槽に戻したとき、水質
が悪いままなら、病気を再発してしまう。
元気な魚を増やすためには、魚自身を健
康で丈夫に育てること（社員教育）と、
魚が住み易い水質にすること（社員育成
を目的とした経営の仕組みづくり）の両

青年部員数 65 名に対し、本日の出席者
数が 51 名（委任状を含む）であり、総
会が有効に成立することが報告された。

第１号議案「平成 27 年度事業報告承
認の件」と第２号議案「平成 27 年度収
支決算報告承認の件」が助川幹事より上
程され、承認可決された。

次に、第３号議案「平成 28 年度事業
計画案承認の件」と第４号議案「平成
28 年度収支予算案承認の件」が渡辺幹
事から上程され、承認可決された。

第５号議案「任期満了に伴う役員改
選の件」については、選考委員会を経て、
新部長に石田太平氏（㈱太陽油化）など

新役員が決定した。（新役員は 21 頁の
とおり）

松嶋幹事が閉会を宣言し、総会議事
は全て終了した。

総会会場
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青年部新役員名簿

役職名 氏 名 勤 務 先

幹
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
事

部 長 石 田 太 平 ㈱ 太 陽 油 化 重任

副部長 矢 部　 要 丸 順 商 事 ㈲ 重任

副部長 高 橋　 潤 高 俊 興 業 ㈱ 重任

副部長 大 崎 秀 也 ㈱ 三 凌 商 事 重任

副部長 石 原 勝 次 大 興 運 輸 倉 庫 ㈱ 重任

幹 事 吉 本 花 子 日 栄 産 業 ㈱ 重任

幹 事 岩 瀬 博 樹 野 村 興 産 ㈱ 重任

幹 事 比 留 間 宏 明 比 留 間 運 送 ㈱ 重任

幹 事 河 相 英 介 東 京 ボ ー ド 工 業 ㈱ 重任

幹 事 助 川 朋 寛 ㈱ワイエムエコフューチャー 重任

幹 事 畠 山 孟 賛 ㈱日成ストマック・トーキョー 重任

幹 事 渡 辺　 篤 ㈱ 環 境 テ コ ム 重任

幹 事 松 嶋 寿 延 ㈱ リ ス ト 重任

幹 事 平 野 幹 尚 白 井 エ コ セ ン タ ー ㈱ 新任

幹 事 及 川 拓 史 ㈱都市環境エンジニアリング 新任

監 事 相 川 和 政 ティー・ビー・ロジスティックス㈱

監 事 吉 野 猛 彦 都 清 掃 ㈱

相 談 役 加 藤 宣 行 加 藤 商 事 ㈱

相 談 役 濱 松 直 親 ㈱ 吉 田 商 会

相 談 役 有 吉 嘉 一 郎 ㈱ 東 京 ス タ ン ド サ ー ビ ス

顧 問 井 上 弘 之 東 京 ボ ー ド 工 業 ㈱

顧 問 尾 﨑 俊 也 ア ー ス サ ポ ー ト ㈱

この度、青年部部
長に就任致しました、
株式会社 太陽油化 
代表取締役 石田太
平です。青年部、そ
して部員の皆様の発
展に寄与できるよう

誠心誠意努めを果たしてまいります。
さて、具体的な青年部活動計画でご

ざいますが、第一に、研修委員会が取
り組む、学びの場づくりの更なる発展
を考えております。我々業界の次世代
を担う方々に、より多くの最新・最先
端の情報、知識や能力の習得に寄与で
きたらと考えております。

第二に、コミュニケーション委員会
が取り組む、部員の皆様の最高の出会
いや、コミュニケーション、そして夢
やチャンスを育む場である、業界のプ

ラットホームを構築できたらと思って
おります。

そして更に今年度は、『渉外』とい
うキーワードを元に、業界内外問わず、
また国内外を問わず、交流を深め皆様
の大きな躍進に貢献できればと思って
おります。

そして最後は、皆様にとって青年部
の場が引き続き、楽しめ癒される場で
あって欲しいと考えております。日頃、
大きなプレッシャーを抱える重要な仕
事をされている部員の皆様が、少しで
も心身共に癒され、明日の活力に繋げ
ていただける、その様な青年部で在り
たいと思っております。

至らぬ点もございますが、皆様のお
力をお借りしながら『価値ある青年部』
作りに邁進してまいりますので、宜し
くお願い申し上げます。

青年部  新部長挨拶

方をバランスよく強化することが、経営
にとって不可欠とのことだ。

人を育てるには、まず人の心の動き
を理解する必要がある。そもそも、人は
なぜ行動するのかというと、自分の願望
を満たすためなのだそうだ。ということ
は、社員が「仕事の達成」や「成功」を
望んでいなければ、社員に仕事をしても
らうことは難しい。同時に、「社員の願
望を叶えること」が経営者・上司自身の
願望でもあるべきだ。経営者の役割とは、
社員の自己実現のサポートをすることで
あり、そのためには、①土台となる企業
理念・ビジョンを定め、②そのビジョン
を社員に理解してもらい、③社員が上司

や経営者の力を借りながら、主体的にプ
ロジェクトを動かせる環境を整えること
だ。つまり、魅力あるリーダーとは「ど
うしたら縁ある人を幸せにできるかを考
え、それに対して本気で取組むことので
きる人」であるとのことだった。

講演会会場
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平成 28 年 6月16日㈭ 15 時より、協
会会議室において勉強会を開催しました。

今回は、萬世リサイクルシステムズ㈱ 国
際本部 久野氏・樋口氏を講師にお招きし

『廃棄物を通した国際協力の最前線』とい
うテーマで、フィリピン国セブ市での資源循
環推進事業創出に関する普及実証事業に
ついてお話頂きました。

セブ市は「メトロセブ」と呼ばれる都市
開発により、ごみの発生量が増加しました
が、家庭や市場からのごみがそのまま最終
処分場へ持ち込まれています。インフラが
整備されておらず、台風対策もされていな
いため、最終処分場のごみは発酵して臭
気を出し、河川や排水溝にもごみが流れ出
ており、とても不衛生です。発展途上国は、
ごみ処理の技術がなく、また、技術協力に
より一度技術や施設を提供してもメンテナ
ンスが出来きず維持できないのが現状で
す。

発展途上時の横浜市とセブ市が似てい
ることもあり、2012年に環境に配慮した技
術協力支援を行う覚書を交わした事をきっ
かけに、横浜市に本社を構える萬世リサイ
クルシステムズ㈱がＪＩＣＡの普及実証事
業に採択されました。

実証事業としては廃プラスチック類を破
砕し固形燃料を作るために、処理能力：
5ｔ／日の施設を作り、ウェストピッカー

（Waste Picker：最終処分場に入ってくる
有価物を抜き取りに集まる人達）200人の
うち15人をセブ市職員として雇用し、プラ
スチックの抜き取り・手選別の教育を行い
ました。現地雇用をすることで、彼らの生活

も安定してきています。今後はセブ市に支
店と商業規模のプラントを建て、現地雇用
を増やしていく展望もお話頂きました。

ＪＩＣＡとの事業で行政の協力が得やす
く、ＰＲ効果もあり問合せも多く頂きました。
現地で得られた教訓として、「全て自分でや
る」「諦めない根気」「現地に精通する理解
者の確保」とお話されたのが印象的でした。
今後、廃棄物業界も海外進出を考える企業
が増えると思いますが、とても参考になる講
演だったと思います。

お忙しい中、講演を行って頂きました久
野様、樋口様のご両名に、この場をお借り
して感謝申し上げます。

	 （高俊興業㈱　森田 珠真子 記）

勉強会『廃棄物を通した国際協力の最前線』

〜 萬世リサイクルシステムズ㈱の取組み 〜

横山さんの司会進行で

講師の（左から）久野氏、樋口氏

環境省ウェブページ　報道発表資料（平成 28年 6月 2日付）より抜粋

平成 28 年６月 15 日㈬に中央環境審議会循環型社会部会廃棄物処理制度専門委員
会（第２回）が開催されました。

詳細については、環境省ホームページを参照してください。
☞ http://www.env.go.jp/press/102594.html

中央環境審議会循環型社会部会廃棄物処理制度専門委員会（第２回）
の開催について

１．日　時	 平成 28年６月15日㈬　１０:００～１２:００
２．場　所	 ビジョンセンター東京　４０１号室
	 	 	 （東京都中央区八重洲２−３−１４ ケイアイ興産東京ビル ４階）
３．議　題
	 （１）	 関係者ヒアリング及び質疑①
	 	 [1]	 一般社団法人 日本建設業連合会
	 	 [2]	 東京都
	 	 [3]	 公益社団法人 全国産業廃棄物連合会
	 （２）	 その他

配布資料

議事次第
資料１	 建設業界から見た廃棄物処理法に係る現状と要望
資料２	 東京都の廃棄物行政から見た廃棄物処理法の課題
資料３－１	 廃棄物の処理及び清掃に関する法律等の見直しに関する意見について
資料３－２	 廃棄物の処理及び清掃に関する法律等の見直しに関する意見
資料３－３	 廃棄食品の転売防止に向けた全国産業廃棄物連合会の取り組み
資料４	 第１回専門委員会においていただいた御質問とそれに対する考え方
参考資料１	 中央環境審議会廃棄物・リサイクル部会廃棄物処理制度専門委員会委員名簿

連絡先

環境省大臣官房廃棄物・リサイクル対策部企画課
直 通 :	 03 − 5501 − 3152
代 表 : 	03 − 3581 − 3351
課 長 : 	山 本  昌 宏	 ( 内線 6811)
課長補佐 : 	香 具  輝 男	 ( 内線 6812)

中央環境審議会・廃棄物処理制度専門委員会（第２回）

の開催について
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平成 28 年 6 月 13 日㈪ 15 時 30 分から、10 名の委員により開催した。

11 月に開催を予定している、排出事業者向けセミナーについて詳細を検討し、以

下のとおり決定した。

平成28年 11月 18日㈮ 13時 30分〜 17時開催。講義テーマは次の3つとした。

①排出者責任について②第三者評価制度について（※この制度ができた経緯や業者

選定の重要性などを説明する）③廃棄物の分別方法と注意点

また、今回は新しい試みとして、それぞれの講義テーマごとに、当日、資料とと

もに質問票を配布して質問を募り、質疑応答の時間内にできるだけ回答することと

した。

次回の委員会は 8 月 23 日㈫ 15 時 30 分より開催する。

平成 28 年 6 月 22 日㈬、「平成 28 年度 第１回 安全衛生研修会」（エッサム神田ホー

ル 2 号館）終了後、同ホールにて 8 名の委員によって開催した。

まず、新委員の JFE 環境㈱ 芝原健治氏の紹介が行われた。

次に、10 月に開催予定の安全衛生研修会で取り上げるテーマについて活発な議論

がなされた。開催までに、各委員の意見を持ち寄り、テーマを決定していく。

なお、次回委員会は 9 月 8 日㈭に開催予定とする。

平成 28 年 6 月 29 日㈬ 15 時より、9 名の委員とオブザーバー 1 名（弁護士 芝田

麻里氏）によって開催した。

検討テーマは、複数回に亘って検討を続けている東産協版のマニフェスト Q&A 集

作成についてである。前回までの検討内容を踏まえて芝田弁護士が集約した Q&A 集

のたたき台をもとに、全体の構成・各内容について活発な議論が行われた。次回も

検討を続けていき、最終案作成を目指すこととなった。

なお、次回委員会は 7 月 27 日㈬ 14 時より、協会会議室において開催を予定して

いる。

平成 28 年 6 月 23 日㈭ 15 時より、11 名の委員によって開催した。

前回に引き続き、収集運搬時における交通事故防止に係る事例集（傾向と対策）

の作成のため、意見交換、情報交換を行い、「事故がおきても、原因究明までできて

いない」、「事故を起こさないシステムつくりが必要ではないか」などの意見が出さ

れた。事例集には映像も加えることとした。

次回は、9 月 16 日㈮に中間処理委員会と合同で開催する。

平成 28 年 6 月 22 日㈬ 15 時より 10 名の委員よって開催した。

まずは、かねてから話しのあった杉田建材㈱ＰＣＢ無害化処理施設の見学を分科

会と合同で行うことを決定した。日時：７月 20 日㈬ 10 時～

つぎに、昨年配布した排出事業者向け危険物混入防止パンフレットについて議論

した。なお、パンフレットの使用状況、効果などを確認するため、会員へのアンケー

ト調査を実施することとした。機関誌7月号に同封、8月初旬締め切りにて実施予定。

次回は、9 月 16 日㈮に収集運搬委員会と合同で開催する。

「平成 28 年熊本地震  義援金募金」に

ご協力いただき

ありがとうございました

詳細につきましては、後日報告いたします。
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「ヒヤリ・ハット」の事例がございましたら、協会までお寄せ下さい。

何処で 何をしている時 何がどうした 改善すべき事項

1

一般道路で 走行中 住宅地の狭い交差点を通過
する時に、横から自転車が
飛び出してきて接触しそうに
なった。

交差点では最徐行して、い
つでも止まれる速度で進
む。

2

一般道路で 走行中 車線変更をしようとウイン
カーを出し、動き始めたら横
からバイクが来て接触しそ
うになった。

車線変更をする際はウイン
カーを出して一呼吸おき、
誰も来ないことを確認して
から動き出す。

3
一般道路で 走行中 交差点で、前車がウインカー

も出さずに左折したため、
追突しそうになった。

前車との車間距離を取り、
前車の動きを予測して運転
する。

4

一般道路で 走行中 右車線からウインカーを点
けずに自車の前に割り込ん
で入ってきた車が、目の前
で急ブレーキをかけたため、
接触しそうになった。

入ってくるのがわかった時
点で、ブレーキをかけて速
度を落とす。

5

高速道路で 走行中 高速道路を走行中、前方の
車が出口の方へ出たのだが、
急に本線へ戻って来て割り
込まれた。

高速道路では、普段以上に
車間を保ち、出入口付近で
は、特に、前方や周りの車
の動きに気を付ける。

6

高速道路で 料金所走行中 ＥＴＣカードが少し抜けてい
たため、高速道路入口でゲー
トが開かず、急ブレーキをか
けた。

高速道路利用の際は、ＥＴ
Ｃカードの挿入をしっかり
確認する。

7

高速道路で 走行中 高速道路を走行中、前車が
急に進路変更し、気が付い
たら落下物があった。

出来るだけ前車との車間距
離を取って走行し、前方の
動きを十分に注視しながら
走行する。

8

現場で バック時 雨の中、現場でバック走行
していたところ、職人さん
が急に車両の後方を横切り、
接触しそうになった。

ゆっくり周りを見ながら
バックし、すぐにブレーキ
を踏んで対応できるように
する。

9
現場で バック時 雨の日にバックしていたら、

ミラーが見辛く、建物に当た
りそうになった。

必ず降車をして確認してか
らバックをする。

（平成 28 年 7 月 1 日現在）

月 日 曜日 行　　　　事　　　　予　　　　定 備　　　考

7

5 火 青年部　幹事会　　１５：００〜 協会会議室

7 木 青年部　関東ブロック幹事会　　１３：３０〜 協会会議室

8 金 一都三県建設混合廃棄物意見交換会　１７：００〜 外部会議室

12 火 全産廃連 ; 理事会　１３：３０〜    全産廃連会議室

13 水
広報委員会　１０：００〜 協会会議室

常任理事会　１３：３０〜 ／　第２９回理事会　１４：３０〜 協会会議室

15 金
関東地域協議会女性部会・部会長会議　　 群馬県

16 土

19 火 建設廃棄物委員会　１５：００〜 協会会議室

20 水 中間処理委員会・各分科会　「施設見学会」　１０：００〜１２：００ 杉田建材㈱ PCB 無害化施設

21 木 女性部　　幹事会　１３：３０〜　／　勉強会　１５：００〜 協会会議室

26 火 新入会員との懇談会　１１：００〜　／　常任理事会　１３：３０〜 協会会議室

27 水 法制度検討委員会　１４：００〜 協会会議室

29 金 全産廃連； 平成 28 年度第 1 回全国正会員事務局責任者会議　１３：３０〜 アジュール竹芝

8

8 月 広報委員会　１４：００〜 協会会議室

17 水 青年部　幹事会　１５：００〜 協会会議室

18 木 女性部　幹事会　 協会会議室

19 金
＜協会実施＞
　「第二回 産業廃棄物処理実務者研修会　（基礎コース）」　

　　１０：００〜１６：３０

フォーラムミカサエコ
（内神田）

23 火 医療廃棄物委員会　１５：３０〜 協会会議室

24 水 平成２８年度第１回「適正処理懇談会」　１５：００〜　 外部会議室

30 火 女性部  「大学生向けＰＲイベント」（環境教育）　１４：００〜１６：００ アーツ千代田 3331（外神田）
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表紙写真の中に隠れている生物を探してください。

応募要領

■	募   集    期   間		第３０９号（平成28年 5月号）から
	 	 	第３１４号（平成28年10月号）まで

■	賞品・当選者数		 QUOカード¥1,000円分・毎号5名

■	応   募   方   法	①	該当月の表紙をコピーし、正解の生物の形がわかるよう
に太線で囲んでください。（回答例参照）

	 	 ②	会社名、会社住所、所属部署名、電話番号、氏名を明記
の上、郵送にて下記へお送りください。

■	応募時のご注意	＊	当協会の正会員・賛助会員企業に所属する従業員のみご
応募いただけます。（１社につき何名でも応募可）

	 	 ＊	ただし、ご応募は、毎号お一人につき１回とさせていた
だきます。

■	応募の締切日		毎月第３水曜日必着
	 	 　※第３１１号の締切は平成 28年 8月17日㈬  必着

■	当選者の発表		正解者の中から厳正な抽選の上、賞品の発送をもって代え
させていただきます。

	 	 	なお、正解は次号に掲載します。

【郵送先】

	 〒101-0047
	 東京都千代田区内神田1−9−13柿沼ビル7F
	 事務局広報委員会『表紙写真クイズ』担当　行

回答例

正解の生き物は・・・ピグミーシーホース

●第３１０号表紙の写真解説：ピグミーシーホース
　〔学名：Hippocampus bargibanti　英名：Pygmy seahorse〕
●撮影者：阿部  秀行  氏　（協会専任相談員）　
●撮影地：インドネシア（ラジャーアンパット）  水深15ｍ　●体長：10㎜
●撮影者コメント：海にいるサンゴの仲間である「ヤギ」に擬態しています。ヤ

ギ類は柔らかいサンゴでソフトコーラルと呼んでいます。今回の魚は、タツノ
オトシゴの一種でピグミーシーホースと呼ばれています。オレンジ色のヤギに
尻尾を絡ませくっついています。宿主であるヤギに非常にうまく擬態し、ちょっ
とでも目を離すと見失ってしまうほど。オスの育児嚢にメスが卵を産み付け、
オスはその卵が孵化するまで抱えています。体長は約1㎝ ～ 2㎝です。あま
りに小さいので老眼の私にとっては探すのに苦労します。ヤギにくっついてふ
らふらしているので、動いている部分をやたらめったらシャッターを切り、船
に戻ってから撮れているかを確認しています。

※今月の表紙写真クイズの応募要領は次頁をご覧ください。

ココ
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最後の倭の五王　　　421年以来、中国の
宋王朝に5人の倭王が継続して朝貢し、「官
爵」を授かっていた時代があった。この5
人の王を倭の五王と呼び、その最後に登場
するのが武（倭王武）だ。487年の朝貢をもっ
て、中国王朝と決別した倭王として注目さ
れる。倭の五王のうち誰が日本のどの天皇
に該当するかについて、最も確かだとされ
るのが倭王武＝雄略天皇（大

オオハツセノワカタケル

泊瀬幼武）と
するものだ。年代観もあっているが、ワカタ
ケルという大王が存在していたことを示す
遺物が確認されるという大発見があったた
め、その実在性も疑いがないとされる。
東国の鉄剣から世紀の大発見　　　1978
年9月、奈良県の元興寺文化財研究所で保
存処理中の1本の古墳時代の鉄剣から銘文
が発見された。この鉄剣は、当時倭王権の
支配が及んでいたかどうかも定かでない関
東の、埼玉県行田市の「さきたま古墳群」
にある稲荷山古墳から1968年に出土した
ものだ。剣身の鉄さびの除去作業中に金象
嵌の文字が偶然発見され、X線調査の結果
115文字という古墳時代としては想像を絶
する文字数の銘文が出現し、しかも、銘文
には年代と大王の名前が含まれていたため
世紀の発見として大ニュースとなった。銘
文の内容は「ヲワケという臣が獲加多支鹵
大王の側近く仕え、辛亥の年にこの剣を作
らせた」という趣旨のものだ。
辛亥の年とはいつか　　　鉄剣（剣は両刃、
片刃のものは刀と呼ぶ。）の表面の書き出し
は「辛亥年七月中記」とあり、辛

しんがい

亥（かの
とい）という干支がいつの年を指すかが問
題となった。60年に一回巡ってくる辛亥の

年、西暦411、471、531年が候補となる。
稲荷山古墳の築造年代が5世紀後半とされ
ることから471年とみるのが有力だが、531
年とする学者もおり、決め手を探す必要が
ある。
獲加多支鹵大王とは誰か　　　最も注目さ
れる王名についてはワカタケル大王と読む。
そこから大泊瀬幼武に違いないとするのが
有力だ。年代観も合う雄略天皇だというの
だ。ところがワカタケルとしか書かれていな
いため、ワカタケルと呼ばれた可能性があ
る欽明天皇だとする説もある。欽明天皇は

540年（欽明元年）即位とされるが、531
年に継体天皇が没し、その年に欽明が即位
したとする説もあり、辛亥年は531年、大
王は欽明天皇とする説にも説得力がある。
再注目された西国の大刀銘　　　ところが、
東国の鉄剣銘の発見が、1873年に発見さ
れた西国・熊本県和

な ご み

水町（熊本地震の被災
地のひとつ）にある江田船山古墳出土の大
刀銘に改めて注目を呼ぶことになった。刃
渡り85.3㎝の大刀の峰の部分に銀象嵌で刻
まれた文字の中に、大王名が残されていた
ため注目を浴びたが、「獲□□□鹵大王」（□
は欠け字）の判読が困難とされていた。稲
荷山古墳鉄剣の「獲加多支鹵大王」が出現
したことによって、江田船山大刀銘にも同じ
大王名が記されていることが確実視される
ことになった。
明らかになった雄略天皇の版図　　　埼玉
と熊本の古墳からワカタケル大王に仕える
豪族が保持した刀剣が出たことから、ワカ
タケル大王の威光が及ぶ版図が関東から九
州まで日本列島の広範囲に及んでいたこと
が明確になったのだ。それだけではない。
　いずれも、大王について、倭人のみなら
ず遠く夷

い て き

狄（異民族）をも従える大王 :「治
天下の大王」という認識を示した銘文となっ
ていることも重要なことなのだ。
　また、銘文には稲荷山古墳鉄剣の造り主・
ヲワケ臣は丈

じょうとうじん

刀人（親衛隊）の首
かしら

、江田船
山古墳大刀の造り主・ムリテは典

てんそうじん

曹人（役
所の管理官）として、各々ワカタケル大王
に直接仕えたとある。中央豪族の配下に組
織された上で大王に仕えるという後代のス
タイルにはなっていない。この点から、継
体天皇以降の組織化が進んでいく時代に当
たる欽明天皇がワカタケル大王に該当する
可能性は薄いといえる。したがってワカタ
ケル大王は雄略天皇とみるべきだと思う。
ヲワケ臣とは何者か　　　稲荷山古墳鉄剣

の銘文は115文字に及び、多くの情報をも
たらしている。ヲワケ臣は、代々丈刀人首

（親衛隊長）という重職を担ってきた由来を
始祖オオヒコに求めているが、オオヒコは、
実質初代天皇とされる崇神天皇の叔父で、
崇神の代に列島の四方の征討を行う四道将
軍の一人で、東国に向かったとされる。は
たして、現地での末裔と考えることができる
のか ?また、稲荷山古墳はヲワケのために
築造された古墳と思いきや、後から追葬さ
れたようなのだ。中央の大王の親衛隊長が
地元ではどういう立場だったのかという謎に
も包まれている。考古学界でも著名な「さ
きたま古墳群」、よく整備もされている。こ
の機会に訪ねてみてはどうだろう。
　	 （古川　芳久）
*『大王から天皇へ』熊谷公男（2008 年

講談社学術文庫 :日本の歴史 03）　
*『日本の古代史　ヤマト王権』瀧音能之

監修（2015 年別冊宝島 2345 号）

『東京の古墳を歩く』201 頁
大塚初重監修（祥伝社新書）『大王から天皇へ』111 頁
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先月の9日から12日まで、八丈島に行ってきた。
今回は少し間が空いて６ヶ月ぶりだ。梅雨時という
こともあり、この季節、視界が悪く欠航もしくは上
空まで行っても引き返しといったことも多々ある。
当日も条件付き飛行で羽田を発ったが、タイミング
がよく着陸できた。その後、磯場へ向かうと、案の
定、その日は篠の雨の終日となった。小職の気合
も入らず、釣果は散々だった。

翌日から、快晴となり、気分も上々に取り組むこ
とができた。お蔭で、狙いのカンパチもメジナも拝
顔することができた。ただ、カメは余計だった。こ
れで通算3匹目だ。また時には、ウミネコも釣れる
ときがある。これは、シカケが着水後沈み始めた
瞬間、舞い降りてきてついばむためだ。

小職にとって、八丈富士や八丈小島に抱かれ、
南西約70キロ先にうっすらと見える青ヶ島、そし
て、はるか彼方で天と接する水平線が描く柔らか
な弧を臨みながらの釣りは、風や空気と一体となっ

ていく自分を感じ取る作業そのものでもある。
さて、昨年度、東京都産業労働局「団体提案型 中小企業

処遇改善サポート事業」への企画提案が採択され、「営業ス
キルアップ研修」や「廃棄物処理に係るコンプライアンス研
修」、「大型自動車免許取得支援」など16事業について1億
円規模の事業を実施することができた。

平成28年度も、人材確保等に課題を抱えている中小企業
に対し、企業の人材力確保・人材育成力の強化を図るための
東京都産業労働局（しごと財団）「団体課題別人材力支援事
業」に応募し、6月初旬に書類審査がとおり、28日にプレゼ
ンを行なった。結果は「柳の下の泥鰌」が本当になってしまっ
た。今回は①「採用支援」、②「資格取得（含 :専門資格取得）」、
③「従業員育成・定着率向上」、④「雇用環境整備（事業承継）」
の4事業について、昨年度と同様1億円をかけて実施する予
定だ。

①については、業界の魅力発信のための合同企業説明会や
合同企業面接会、環境系の学部を置く大学への出前講座によ
る人材発掘、②については、廃棄物処理施設技術管理者等の
専門資格取得に加え、簿記資格（日商簿記）や運行管理者、
ビジネス実務法務検定、フォークリフト運転資格取得等、参
加企業の様々なニーズを踏まえた資格取得を支援する。③に
ついては、昨年度好評だった「廃棄物処理業に係るコンプラ
イアンス研修」等のメニューをさらにブラッシュアップし、参
加各企業の抱える課題解決のための「個社課題解決型研修」
と、同様の課題を抱える企業の課題解決に向けた「集合型相
互啓発研修」の2本立てとし、両研修を有機的に結びつけて
実施する。④については、当業界も創業者が高齢化してきて
おり、徐々にではあるが二世への事業承継が始まりつつある。
円滑な事業承継は企業の存続は勿論のこと、従業員の勤務企
業でのライフプラン、キャリアプランの構築に直結することに
なる。事業承継を絶好の機会として捉え、法務・財務・経営
の視点から経営者・管理監督者向け支援を実施する。

小職の持論としては、経営者、従業員双方への支援が企業
の足腰を強くしていくことにつながっていくと考えている。今
回の企画提案には、相当難儀をしたつもりだ。昨年の事業でも、
経営者・従業員揃って「この際、変わっていこう」という熱意
のある企業も多くあった。今回も是非そういう企業に参加して
もらえたらと思っている。	 （横手）

第 33 巻 第 4 号　 通 巻 第 311 号
平成 28年 7月 10日発行
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今夏の気温は高めに推移しそうと
の予報が発表されていました。ひと月
ほど前には、アメリカの砂漠で気温が
52℃を超えたとの記事が出ていまし
た。体感として、想像出来ないような
温度です。
もっとも地球という惑星は、地上か

ら100㎞ほど地中に向かうと1,600℃、
更にマントルは2,000℃を超えるのだ
そうです。だから、52℃が大したこと
はないというつもりは毛頭ございませ
ん。

日本列島には4つのプレートが2つずつ交錯
しているとのことです。更に世界の火山の一割
が集中しているそうです。つまり地熱が地上に
噴き出す可能性が高い地点に存在し、その上、
気温が上昇傾向。もっと高温を上手くエネル
ギーとして使えないものでしょうか。
参議院の選挙も終了し、今度は都知事選挙で

す。18歳選挙権で東京都の有権者数は1,100
万人だそうです。
江戸幕府成立の少し前、戦国時代末期の日本

の全人口がちょうどその位だったようです。人
口がどうのこうのと言うつもりはありませんが、
すごい数が東京に集中しているなぁと感じます。
三人寄れば・・・と。有権者数だけから、およそ、
400万件弱の知恵がありそうですが・・・。
処理法の改正に向けて環境省の審議会が動き

始めました。その経過については環境省のホー
ムページに掲載されています。業界団体等の
第三者からの意見聴取は既に終了していますの
で、これからは経過を見極めていくことになり
ます。廃棄物の発生量が下降局面に入り始めた
時期での改正がどのようなものになるか、興味
を覚えるところです。
冒頭、気温のことを書きましたが、熱中症対

策については万全な準備をお願いします。
	 （乙顔）
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～ ゼロエミッションに挑戦する ～

東京ﾄﾞｰﾑｼﾃｨｰ 庭園 歌舞伎座 屋上庭園

特 徴
①比重が50％軽い
②雑草が生え難い
③栄養価が高い
③全て廃棄物より製造

※年間平均 1,350ｋｇ-CO2削減

比留間運送㈱ 資源循環型ﾘｻｲｸﾙ企業

①軽量発泡ｺﾝｸﾘｰﾄ
1cm塊に破砕

②伐採樹木
のﾁｯﾌﾟ化

③動植物性残さ
の発酵処理

ごみやさん ゴ～

URL：http：//www.eco-hiruma.co.jp/

～お問い合わせ先～

★建設廃材（ＡＬＣ）のリサイクルと活用方法★

製品 人工軽量土壌

ＡＬＣ廃材・解体材

360.0ｔ/日
17.5t/日
5.8ｔ/日

ｶﾞﾗ陶破砕
動残発酵
動残混練発酵

★ 埼玉県 入間工場
【産廃・一廃（現在申請中）処分業】
【埼玉県入間市中神764-16】

JR東京駅 八重洲口

全国産業廃棄物連合会青年部主催
CO2ﾏｲﾅｽﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ全国大会

優良取組部門 特別賞受賞

廃ﾌﾟﾗ破砕
廃ﾌﾟﾗ溶融
廃ﾌﾟﾗ圧縮梱包
紙くず破砕
紙くず圧縮梱包
紙くず焼却

繊維くず破砕
繊維くず圧縮・梱包

金属くず破砕
金属くず圧縮
ｶﾞﾗ陶破砕
がれき類破砕

130.3t/日
2.4t/日

204.3t/日
52.8t/日

166.58t/日
4.8t/日

41.8t/日
17.8t/日

81.6t/日
4.3t/日

482.8t/日
480.0t/日

木くず破砕
木くず焼却

328.9t/日
4.8t/日

動残発酵
動残焼却

3.5t/日
4.8t/日

高精度選別機 計3基
～許可品目と処理能力～

★ 東京都 伊奈平工場
【一廃・産廃処分業】
【東京都武蔵村山市伊奈平3-25-5】

認証・登録番号

リサイクル＆クリーン事業の 安心・安全・快適 をサポート

トータルリサイクル施設 三凌愛川リサイクルセンター

汚泥処理プラント 剪定枝処理プラント

堆肥化処理プラント 選別処理プラント

三凌愛川リサイクルセンターは、廃棄物に応じて4つのプラントで
リサイクルをおこなう処理施設です。

JQA-EM0918

かながわリサイクル認定製品「サンリョウ有機」

食品残さと剪定枝のオガ屑由来の堆肥を販売して以来15年以
上、生産農家の皆様より安心安全の信頼を築いて参りました。

三 凌 商 事
〒194-0036 東京都町田市木曽東1-34-6 ＴＥＬ ０４２－７２６－２６４７

ＦＡＸ ０４２－７２７－６７４３支社 横浜 川崎 相模原 厚木 愛川

株 式 会 社

優良産廃処理業者 認定取得
全工場 ＩＳＯ１４００１ 認証取得

堆肥化処理プラント ・・・ 動植物性残さ、木くずを堆肥化

選 別 処 理プラント ・・・ 廃棄物7品目の機械選別をおこない再資源化

汚 泥 処 理プラント ・・・ 汚泥の減容化と路盤材の原料化

剪定枝処理プラント ・・・ 剪定枝のチップ化をおこない再資源化

認証・登録番号 0003648 ホームページアドレス http://www.tyo-sanryo.co.jp
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新任役員就任の抱負�	 監事  西尾 昇治　監事  石田 太平　監事  有吉 嘉一郎

多摩支部だより�　支部会・講演会・研修会を開催
研修会��	 第１回産業廃棄物処理実務者研修会（基礎コース）
�	 電子マニフェスト操作体験セミナー

第６回  定時総会を開催
新役員を選任　石井会長再選など
平成２８年度会長表彰　当協会より 3 社 18 名が受賞

全産廃連




